ABIOS-2006

バイオソーナー研究の最先端ワークショップ2006

Advanced Underwater Technology for Bio-SONAR Study Workshop 2006

Program 

2006年3月23日（木）〜24日（金）

東京大学生産技術研究所駒場リサーチキャンパスAn棟2Fハリコットコンファレンスホール
http://www.iis.u-tokyo.ac.jp/map/index.html






主催：科学技術振興調整費「アジア水圏観測ロボットシステムの開発戦略」



　　   東京大学生産技術研究所海中工学研究センター


            海洋音響学会



協賛：21世紀COE「機械システム・イノベーション」
　　

後援：（独）農業・生物系特定産業技術研究機構生物系特定産業技術研究支援

　　
　　　センター
2006年3月23日（木）

開会の挨拶

10：00-10：10

はじめに





10：00-10：10







東京大学生産技術研究所　浦     環

午前の部

10：10-12：00

ザトウクジラからガンジスカワイルカへの研究展開

10：10-11：00








東京大学生産技術研究所 　浦 　　環

音場の数値解析の新しい手法



11：00-12：00







東京大学生産技術研究所　安田　洋介

昼食休憩

12：00-13：00

午後の部　-その１-
13：00-15：00

水中セキュリティが捉える水中生物と水中環境

13：00-14：00








東京大学生産技術研究所　浅田　昭
イルカのソーナー音による魚の探知


14：00-14：30








東京海洋大学
今泉　智人

音響によるカワゴンドウの観測



14：30-15：00








東京大学工学部　井上　知己

コーヒーブレイク
15：00-15：30

午後の部　-その2-
15：30-17：00

コウモリの空中ソナー戦術　－テレメトリ計測による飛行中のエコーロケーションパルスの分析－






15：30-16：30

同志社大学工学部　飛龍　志津子
FMコウモリとCF-FMコウモリの飛行時におけるエコーロケーション行動の比較

‐放射パルスの着地時における信号特性の変化‐

16：30-17：00

同志社大学工学部　萩野　智生

懇親会


17：00-19：30


An棟2Fホワイエ

2006年3月24日（金）

午前の部

10：00-12：00

水中における生物音について（仮題）


10：00 -11：00

水産総合研究センター水産工学研究所　赤松　友成

マッコウ鯨生態観測に利用した自律型水中ロボット（AE2000）の運用−小笠原父島海域での展開報告（2005年夏）-




11：00 -11：30







国際ケーブル・シップ（株）福島　信男

自律型海中ロボットを使ったマッコウクジラの観測　—2005年小笠原父島海域での実験報告—







11：30 -12：00

（株）KDDI研究所　小島　淳一

昼食休憩

12：00-13：00

午後の部　
　
13：00-14：30

MUSICアルゴリズムを用いたマッコウクジラ鳴音解析に関する研究








13：00 -13：30

早稲田大学理工学部　廣津　良

データロガーによって得られたマッコウクジラの採餌行動








13：30 -14：00

東京大学海洋研究所　青木　かがり

中国揚子江のスナメリとバイジーの受動的音響検知

14：00-14：30

水産総合研究センター水産工学研究所　赤松　友成

閉会の挨拶

14：30-14：40

おわりに





14：30-14：40





東京大学生産技術研究所　浅田　昭

なお、ワークショップ終了後に、下記検討会の開催を予定しております。

生物音響データのデータベース化についての検討会（参加自由）

ABIOS-2006申し込み先：東京大学生産技術研究所海中工学研究センター浦研究室　杉松治美

Tel：03-5452-6487　Fax：03-5452-6488      E-mail：harumis@iis.u-tokyo.ac.jps
